
30古紙配合率100%の再生紙と、植物性大豆油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。
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「夜間収納総合窓口」開設のお知らせ�
　市で取り扱う全ての税金・料金を納入できるようになりました。�
　仕事などでお忙しい方、ぜひ利用ください。�
●日時　３月１日（水）・２日（木）�
　　　　17:30～19:30［市税は17:30～20:00］�
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか�
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※我が家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ

菅野　友葵さん�
（白一小・１年） 
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人と環境に優しい
リンゴと西洋梨をつくっています
�

菊地　哲夫さん

　近年、化学肥料や農薬の多
用により生じる環境汚染や、
農地の生産力低下が大きな問
題になるとともに、食の安全

に対する消費者の関心が高まりつつあります。こうした中、平成11年
に土づくりや減化学肥料・減農薬に取り組む農家を「エコファーマー」
として県が認定する法制度が整備され、安心・安全かつ質の高い農産
物の生産を積極的に支援するようになりました。これを受け、当市で
最も早くエコファーマーの認定を受けたのが、郡山でリンゴと西洋梨
を生産している菊池哲夫さんです。その取り組みなどについて、お話
を伺いました。�
●エコファーマーの取り組みを始めたきっかけは？
　消費者の皆さんに安全で安心な果物を提供しようと思ったことが

一番のきっかけです。また、これか
らの時代、ほかの商品との差別化
を図らないと生き残れないだろう
という思いもありました。�
　早い時期から減化学肥料・減農
薬での栽培に取り組み、減農薬農
産物の認証を県から得ていたことと、
以前から土づくりにも取り組んで
いたため、比較的すんなりと「エコ

ファーマー」の認定を受けることができました。害虫や病気の発生予
察を行い、予防や駆除をしなければなりませんが、それ以外は以前か
ら取り組んでいたことなので、特に大変だと感じたことはありません。�
●今後の目標と市民の皆さんへのメッセージをどうぞ！
　エコファーマーとしての取り組みを今後も継続していくことが一番
大切であると思います。そうすれば、まだまだ良くなっていくのでは
ないかなと思っています。自分の生産物を向上させるということもあ
りますが、それ以上に住環境に優しい農業を営んでいきたいと思いま
す。まして白石は水のきれいな町なのですから、農業環境をもっと良
くして、空気も、土も川も汚
れていない美しいまちにな
ってほしいと願っています。
現在、市内でエコファーマー
は私一人だけと聞きましたが、
たくさんの皆さんが認定を
受けてほしいと思います。�

「白　鳥」　管野　雅志さん（大川町）�
※「定例相談日」は、お知らせ特急便コーナー（29ページ）に掲載しています。�

▲自慢の果樹畑で。「今年はとても味が良いものができました。
皮まで食べられますよ。」と話してくれました。�

きく  ち  　　てつ  お

▲おいしさの秘密は、完熟するまで収穫しな
いとのことです。�

▲エコファーマー（左）と減農薬農産物認証（右）
のシール。このマークが目印！�


